
 
 

 

2015 年 1 月 15 日 

ＮＴＴアドバンステクノロジ株式会社 

 

TeleStax社の次世代アプリケーションサーバー向け製品シリーズの取扱開始について 
～ レガシーなSS7から最新のWebRTCまで対応。 

Web・映像・音声が連動したリアルタイムコミュニケーションサービスをクラウド上で短期間に実現 ～ 
 

スマートフォンやタブレットの普及と共に多くの利用者が様々なデバイスからインターネットを利用し、Web と

映像・音声を連動させた新しいサービスへの期待がますます高まっています。 
今般提供を開始する「TelScale」は、レガシーな SS7 や SIP などのプロトコルから、最新の WebRTC までを

サポートしたアプリケーションサーバーを容易に構築することができます。 

また「Restcomm」の提供する API により、アプリケーション開発者は通信処理の複雑さを意識することなく、

使い慣れた言語・開発ツールで通信とWebが融合したアプリケーション開発を行うことができます。また、APIを
外部に提供する（Open API）ことにより、外部の Web サービスと連携したアプリケーションの実現も可能です。 

「TelScale」「Restcomm」を活用することにより、新しいアプリケーションの開発から構築、サービス提供まで

をクラウド上に短期間で効率的に実現できます。 

両製品ともに、海外でキャリアや通信機器ベンダにおいて多くの商用導入実績があります。日本では、ＮＴＴ‐

ＡＴが初めてテクノロジーパートナーとして、販売および技術支援を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ＮＴＴアドバンステクノロジ株式会社（以下：ＮＴＴ‐ＡＴ、本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長：花澤 
隆）は、TeleStax Inc. （テレスタックス社、本社：米国）の正規販売代理店・テクノロジーパートナーとして同
社のシグナリングソフトウエア「TelScale（テレスケール）」と次世代開発プラットフォーム「Restcomm（レストコ
ム）」を 2015 年 1 月 16 日（金）より提供開始します。 
昨今ブラウザ同士でリアルタイムコミュニケーションを可能とする新技術として WebRTC(※)が注目されるな

ど、Web・映像・音声が連動した新たなサービスが期待されています。 
「TelScale」はレガシーな SS7(※)や SIP(※)のシグナリング・プロトコルに加え、最新の WebRTC にまで幅広

く対応した通信用のソフトウェア製品群です。これにより、既存通信システムの更改や WebRTC との相互接
続などを容易に実現することができます。 
「Restcomm」は、「TelScale」上に構築された、高レベルな API を提供する次世代開発プラットフォーム

で、アプリケーションの開発者は通信処理の複雑さを意識することなく、Web 開発で使い慣れた言語・ツー
ルを用いて通信サービスを短期間に開発することが可能になります。 
「TelScale」と「Restcomm」により、通信と Web が融合した新しいアプリケーションの開発から構築・サー

ビスの提供までを短期間に実現できます。 

図１ Telestax 製品アーキテクチャ 



■Telscale（テレスケール）について 
10 年以上の実績があるオープンソースソフトウェア「Mobicents（モビセンツ）」を 2011 年に商用化した製品

です。3GPP などの標準に準拠し、通信システムの構築に必要な SIP などのシグナリング機能、認証や課金等

に必要な Diameter（ダイヤメータ）機能などを幅広くサポートしています。JBoss AS、Java EE 上で動作し、音

声やビデオおよびメッセージ等のデータ通信を統合したサービスの開発、導入に最適なアーキテクチャを提供

します。オープンソースである「Mobicents」で試作後、「TelScale」を購入することもできます。 

【ラインナップ】 
TelScale（テレスケール）フレームワークスシリーズ 

各種シグナリング処理機能をコンポーネント化したアプリケーションサーバーです。SS7、MAP、TCAP、
INAP、ISUP、SMPP、USSD、XMPP、SIP、MGCP、HTTP、XDM、XCAP をサポートしています。高信

頼性（冗長化構成のサポート）や拡張性に優れ、既存の SS7、IMS ベースのサーバーリプレイスや

WebRTC に対応したサーバー機能を実現できます。 

TelScale （テレスケール）コアネットワークシリーズ 
TelScale フレームワーク上で、通信サービスを提供する上での主要な機能をコンポーネント化したアプリ

ケーションサーバーであり、SMSC（ショートメッセージサーバー）、OCS（課金サーバー）、GMLC（位置情

報サーバー）などを用意しています。 

 
■Restcomm（レストコム）について 
音声、SMS、WebRTC 等を統合したサービス

を開発し、これらを短期間で展開するための次世

代のクラウド通信プラットフォームで、TelScale 上

に実装可能です。Web 開発者にフレンドリーな

APIに加え、GUI上の設定だけでアプリケーション

を作成可能な「Restcomm Visual Designer（レス

トコム ビジュアル デザイナー）」も搭載しており、

アプリケーション開発者を強力にサポートします。 
Restcomm は、広く Web サービスに使用され

ている RESTful(※)な Open API を外部に公開可能

で、外部サービスと連動する多彩なサービスの開

発/構築を飛躍的に短期間で進めることができま

す。 
 
■TelScale の用途例 
① 既存の SIP サーバーの更改 

現在利用されている SIP サーバーは、独立したハードウェアで構成されているものが多くあります。これら

のサーバー類をまとめてクラウド化することで、コストや開発期間の削減が図れます。 
② WebRTC と IMS の相互接続 

WebRTC と IMS との相互接続におけるシグナリングゲートウェイとして活用できます。なお、メディアゲート

ウェイには、弊社が既に提供している Dialogic 社の PowerMedia XMS との連携も可能です（本ソリューシ

ョンは TeleStax 社と Dialogic 社の WebRTC 統合ソリューションとして昨年１１月に発表されました）。 
③ ネットワーク機能の仮想化(NFV)への適用 

これまで物理的に用意していたネットワーク機器の機能を仮想化し集約するNFVへの期待が高まっていま

す。通信事業者などにおける NFV を利用した新サービスのコンポーネントとして利用できます。 

 
■Restcomm の用途例 
① WebAPI 公開と外部 Web サービスとの連携 

通信事業者やサービスプロバイダーが WebAPI を公開することで、自社ネットワークサービスをお客様

やビジネスパートナーに利用してもらいやすくなります。また外部の SNS サービスとの連携なども容易

に実現できます。 

 

 
図２ レストコムの動作イメージ 



 
■価格 

・TelScale フレームワークスシリーズ ：78 万円/年 から 
・TelScale コアネットワークシリーズ ：96 万円/年 から 
・Restcomm ：180 万円/年 から (時間単位での利用も可能) 
JVM（Java仮想マシン）当たりの年間ライセンス料です。保守レベルにより異なります。詳しくはお問い合わ

せください。 

■販売目標 
     350,000,000 円 （～2017 年度末までの約 3 年間） 
 
 

※用語解説 
WebRTC ・・・ パソコンやスマートフォンのブラウザ間で音声、映像、データなどのリアルタイム通信を実現する

技術。特別なソフトのインストールを行わずにブラウザだけで、リアルタイム通信ができ、他の
Web サービスとも連携が容易なため注目されている。 

SS7    ・・・ 電話網で使われているシグナリング・プロトコル。 

SIP    ・・・ IMS (Internet Multimedia Subsystem) や VoIP (Voice over IP) を応用したインターネット電話な
どで用いられるシグナリング・プロトコル。 

アプリケーションサーバー ・・・ アプリケーションソフトウェアの実行に特化したネットワーク上のサーバーコンピ
ュータ、またはそれらのコンピュータ上でアプリケーションの実行を管理するミドルウェア。 

RESTful ・・・ ソフトウェアアーキテクチャのひとつである REST (Representational State Transfer) アーキテク
チャの原則に合わせた Web サービスの API 作法。 

   
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
参考 
 
TeleStax Inc. （テレスタックス社）について 

テレスタックスはオープンソースソフトウェアを商用提供する法人として2011年に米国にて設立されました。通信イン
フラの複雑さを取り除くことで、Webサービス開発と同程度のコスト・期間で、Webと連携した革新的な通信サービス開
発を支援することを目指しています。 

2003 年に設立されたオープンソースコミュニティ「Mobicents（モビセンツ）」には、全世界で 1,000 人を超える技術
者が登録しています。2011 年にモビセントをテレスケールとして商用提供して以来、欧州、北米、南米、アフリカ等の多
くの国際・国内通信キャリア、４G/LTE による MVNO/MNO、および ISP にて広く利用されています。 

 

ＮＴＴアドバンステクノロジ株式会社について 
ＮＴＴアドバンステクノロジは 1976 年の創立以来、ＮＴＴグループの技術的中核企業として、ＮＴＴ研究所のネットワー

ク技術、メディア処理技術、日本語処理技術、環境技術、ナノ部品技術などの多彩な先端技術のみならず、国内国外
の先端技術を広く取り入れ、それらを融合してお客様の課題を解決し、お客様にとっての価値を提供し続けています。 
海外製品の日本における販売代理店としても豊富な実績があります。 

 
ＮＴＴアドバンステクノロジ株式会社 
グローバルプロダクツ事業本部 
メディアコミュニケーションプロダクツビジネスユニット 
テレスタックス担当  
TEL: 044-280-8777   E-mail: 

本件に関するお問い合わせ先 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


